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富
裕
税（
金
融
資
産
課
税
）の
導
入
は
世
界
的
な
潮
流

　

富
裕
税
（W

ealth T
ax

）
と
は
、
個
人
に
対
す

る
資
本
課
税
の
一
つ
で
、
総
資
産
か
ら
総
負
債
を
差

し
引
い
た
純
資
産
に
対
し
て
課
税
す
る
こ
と
で
あ
る
。

富
裕
層
の
純
資
産
に
毎
年
課
税
す
る
こ
と
に
よ
り
、

富
の
偏
在
を
是
正
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
税
を
実
施
し
て
い
る
国
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

イ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
欧
州
諸
国
が
中
心
で
、
ア

ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
が
導
入
し
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
課
税
方
式
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
個
人
ご

と
に
保
有
す
る
純
資
産
の
価
格
か
ら
基
礎
控
除
を
差

し
引
き
、
そ
の
価
額
の
４
％
を
み
な
し
所
得
と
し
て

毎
年
30
％
の
課
税
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ

に
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
が
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
の
額
を
捕
捉
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い

の
で
、
一
定
額
以
上
の
資
産
を
有
す
る
者
は
、
そ
の

資
産
か
ら
毎
年
４
％
の
収
益
を
得
て
い
る
も
の
と
み

な
し
て
課
税
す
る
方
式
に
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
。

外
形
的
に
は
所
得
税
で
あ
る
が
、
実
質
は
資
産
税
で

あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
富
裕
税
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

米
国
で
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
民
主
党
内

で
超
富
裕
層
に
的
を
絞
っ
た
「
富
裕
税
構
想
」
が
浮

上
し
て
い
る
。
現
行
税
制
で
は
、
莫
大
な
資
産
を

持
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
売
却
し
、
利
益
を
所
得
と

し
て
得
る
ま
で
は
課
税
さ
れ
な
い
。
米
国
の
富
裕
層

４
０
０
世
帯
が
２
０
１
０
～
18
年
に
負
担
し
た
平
均

の
連
邦
個
人
所
得
税
は
8.2
％
で
あ
っ
た
と
の
試
算
も

公
表
さ
れ
、
富
裕
税
導
入
へ
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い

る
。

　

長
期
的
な
視
点
で
見
た
不
平
等
の
拡
大
を
研
究
し

て
「
21
世
紀
の
資
本
」
を
著
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

学
者
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
ー
は
、
世
界
的
な
協
力
体
制

の
も
と
で
、
富
裕
層
の
個
人
資
産
に
累
進
税
率
を

課
す
る
べ
し
と
の
提
言
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
１
０
０
万
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
金
融
資
産
・
不
動
産

富
裕
税
の
創
設
を
急
げ

岡
部  

陽
二
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の
合
計
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
「
純
価
値
」
を
課

税
ベ
ー
ス
と
し
、
毎
年
１
％
、
２
％
と
い
っ
た
累
進

税
率
で
の
課
税
で
あ
る
。

　

毎
年
の
資
産
ベ
ー
ス
課
税
導
入
の
主
張
は
、
①
相

続
税
の
よ
う
な
一
度
き
り
の
課
税
で
は
公
平
性
が
保

て
な
い
こ
と
、
②
資
産
か
ら
生
じ
る
所
得
へ
の
課
税

（
資
産
所
得
税
）
で
は
、
租
税
回
避
な
ど
が
生
じ
や

す
く
実
効
性
が
薄
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ピ
ケ
テ
ィ
ー
は
、
累
進
税
の
根
拠
と
し
て
、
不
公

平
の
是
正
だ
け
で
は
な
く
、
資
産
の
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
収
益
率
も
大
き
く
な
る
と
い
う
実
態
の
反
映
を

強
調
し
て
い
る
。

日
本
の
富
裕
層
は
急
速
に
増
加

　

野
村
総
研
の
調
べ
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
末

の
金
融
資
産
か
ら
負
債
差
引
き
後
の
純
資
産
５
、

０
０
０
万
円
以
上
保
有
の
富
裕
層
（
上
部
３
階
層
）

の
金
融
資
産
保
有
額
は
５
４
６
兆
円
か
ら
５
８
８
兆

円
へ
と
、
２
年
前
と
比
べ
て
42
兆
円
増
加
、
保
有
世

帯
数
も
25
・
６
万
世
帯
増
加
し
た
。
増
加
率
は
そ
れ

ぞ
れ
、
7.7
％
、
5.7
％
で
あ
っ
た
（
図
１
）。

　

超
富
裕
層
お
よ
び
富
裕
層
の
純
金
融
資
産
保
有
高

は
、
そ
れ
ぞ
れ
15
・
６
％
、
9.3
％
増
え
て
お
り
、
富

裕
度
が
高
い
層
ほ
ど
、
純
資
産
の
増
加
ペ
ー
ス
も
高
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い
。
こ
の
増
加
ペ
ー
ス
は
、
こ
の
２
年
間
の
家
計
金

融
純
資
産
（
日
銀
・
資
金
循
環
表
ベ
ー
ス
）
増
加
率

の
1.2
％
（
１
、５
６
０
兆
円
か
ら
１
、５
９
１
兆
円
）

に
比
し
て
、
き
わ
め
て
大
き
な
伸
び
で
あ
る
。

　

こ
の
野
村
総
研
の
調
査
が
始
ま
っ
た
２
０
０
５
年

と
の
対
比
で
は
、
超
富
裕
層
の
金
融
資
産
保
有
額
は

１
１
０
・
９
％
増
加
（
46
兆
円
か
ら
97
兆
円
へ
）、
富

裕
層
で
は
41
・
３
％
（
１
６
７
兆
円
か
ら
２
３
６
兆

円
へ
）
増
加
し
て
お
り
、
何
れ
も
こ
の
間
の
家
計
金

融
純
資
産
の
増
加
率
33
・
２
％
（
１
、１
９
４
兆
円
か

ら
１
、５
９
１
兆
円
へ
）
よ
り
高
い
。

　

経
済
成
長
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
景
気
低
迷
が
続
い

て
い
る
日
本
に
お
い
て
、
投
資
収
益
の
伸
長
が
大
き

い
こ
と
か
ら
富
裕
層
の
純
金
融
資
産
が
急
増
し
、
金

融
資
産
ベ
ー
ス
で
の
貧
富
の
格
差
が
急
速
に
拡
大
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
格
差
急
拡
大
の
事
態
を
放
置
し
て
置

い
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

１
９
７
０
年
代
ご
ろ
に
は
、
日
本
は
「
１
億
総
中

流
」
の
国
と
も
言
わ
れ
、
貧
富
の
格
差
が
比
較
的
小

さ
い
平
等
社
会
の
国
と
評
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
の
「
上
位
10
％
の
富
裕
層
の
所
得
が
全
体
に
占

め
る
比
率
」
の
国
際
比
較
で
は
、
日
本
は
40
％
強
と
、

米
英
両
国
に
次
い
で
集
中
度
が
高
く
、
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ス
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
欧
州
諸
国
を
上

回
っ
て
い
る
。（
図
２
）

　

ま
た
、
社
会
に
お
け
る
所
得
配
分
の
不
平
等
さ
を

表
す
指
標
で
あ
る
「
ジ
ニ
係
数
」
で
も
所
得
再
配
分
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前
後
と
も
に
、
米
・
英
に
次
い
で
不
平
等
度
が
高
く
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を
も
上
回
っ
て
い
る
。

日
本
の
富
裕
層
は
フ
リ
ー
タ
ー
よ
り
税
金
を
払
っ
て

い
な
い
と
い
う
不
都
合
な
真
実

　

日
本
の
所
得
税
は
累
進
制
で
最
高
税
率
は
45
％

（
地
方
税
と
併
せ
る
と
55
％
）
と
高
く
、
金
持
ち
が

こ
と
さ
ら
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
間

違
っ
て
い
る
と
の
反
論
も
聞
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
事

実
に
反
す
る
。
所
得
税
の
最
高
税
率
は
確
か
に
高
い

も
の
の
、
証
券
分
離
課
税
税
制
の
結
果
、
た
と
え
ば

国
民
年
金
以
外
の
所
得
が
配
当
と
証
券
売
却
益
だ
け

の
資
産
家
は
20
％
し
か
税
金
を
払
っ
て
い
な
い
。

　

元
国
税
調
査
官
の
大
村
大
次
郎
氏（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

に
よ
れ
ば
、「
年
収
５
億
円
の
配
当
収
入
者
」
と
「
年

収
２
０
０
万
円
の
フ
リ
ー
タ
ー
」
の
税
・
社
会
保
険

料
負
担
率
を
比
較
す
る
と
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
負
担
率

の
方
が
７
％
も
高
い
（
表
１
）。

　

国
民
の
税
負
担
を
検
討
す
る
上
で
は
、
税
金
と
同

様
の
負
担
で
あ
る
社
会
保
険
料
を
含
め
る
要
が
あ
る
。

現
に
、
国
民
健
康
保
険

の
納
付
書
な
ど
に
は

「
国
民
保
険
税
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
庶
民
に

と
っ
て
は
年
金
・
健
康

保
険
な
ど
の
社
会
保
険

料
の
負
担
が
税
金
よ
り

も
重
い
が
、
富
裕
層
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
上

限
が
低
く
、
き
わ
め
て

優
遇
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
国
民
健
康
保

険
の
場
合
に
は
、
介
護

保
険
と
併
せ
て
上
限
が

約
１
０
０
万
円
で
、
い

く
ら
収
入
が
あ
っ
て
も
、

年
１
０
０
万
円
以
上
支

払
う
必
要
は
な
い
。
消

費
税
に
つ
い
て
も
、
逆

進
性
が
高
い
。
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日
本
の
金
融
所
得
課
税
は
、
庶
民
に
と
っ
て
世
界
屈

指
の
重
税

　

わ
が
国
の
金
融
所
得
課
税
は
現
在
20
％
で
、
欧
米

と
比
較
し
て
税
率
が
低
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
た
し

か
に
、
独
・
仏
な
ど
の
証
券
所
得
分
離
課
税
の
最
高

税
率
は
高
い
。
し
か
し
、
他
国
で
は
累
進
的
な
所
得

段
階
課
税
と
す
る
と
か
、
高
所
得
者
に
は
総
合
課
税

と
す
る
な
ど
、
所
得
の
多
寡
に
応
じ
て
低
所
得
者
に

は
低
い
税
負
担
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が

国
は
所
得
階
層
別
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
一
律
に

20
％（
国
税
；
15
％
、地
方
税
；
５
％
）で
あ
る
。（
図

３
）

　

要
す
る
に
、
わ
が
国
の
金
融
所
得
課
税
に
は
所
得

段
階
課
税
も
な
け
れ
ば
、
総
合
課
税
へ
の
切
り
替
え

強
制
も
し
て
い
な
い
と
い
う
点
が
欠
陥
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
給
与
で
年
間
１
０
０
万
円
稼
い
で
も
所
得

税
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
証
券
取
引
で
１
０
０
万
円
儲

け
る
と
20
万
円
の
税
金
が
掛
か
る
。

　

図
３
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
年
間
の
総
所
得
が
１
、

５
０
０
万
円
以
下
の
納
税
者
に
と
っ
て
は
、
給
与
所

得
な
ど
の
国
税
実
効
税
率
が
15
％
以
下
で
あ
る
の
に

対
し
、
金
融
所
得
に
対
す
る
国
税
は
一
律
に
15
％
が
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課
せ
ら
れ
て
い
る
不
条
理
で
あ
る
。（
図
１
の
合
計

所
得
金
額
１
、５
０
０
万
円
以
下
の
左
下
斜
線
部
分
）

　

勤
労
所
得
に
は
累
進
制
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
金
融
所
得
に
つ
い
て
は
一
律
20
％
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
年
収
１
、５
０
０
万
円
以
下
の
個
人
投

資
家
に
と
っ
て
は
酷
税
と
な
っ
て
お
り
、
大
多
数
の

庶
民
に
と
っ
て
は
、
日
本
は
世
界
で
も
屈
指
の
金
融

所
得
重
税
国
と
言
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
金
融
所
得
課
税
は
、
給
与
所
得
な
ど

で
稼
い
で
所
得
税
を
支
払
っ
た
の
ち
の
資
金
を
投
資

し
た
果
実
へ
の
課
税
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
税

率
は
勤
労
所
得
課
税
よ
り
は
低
く
す
べ
き
、
と
の
趣

旨
で
、
低
率
に
抑
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
当
初
は
10
％
で
あ
っ
た
税
率
が
、
少
額

投
資
非
課
税
制
度
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
導
入
を
機
に
、

２
０
１
４
年
１
月
に
20
％
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
よ
り
は
、
勤
労
所
得
や
年
金

所
得
に
か
か
る
所
得
税
率
を
引
き
上
げ
る
方
が
税
負

担
の
公
平
性
の
理
に
も
適
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
度
の
個
人
所
得
税
収
決
算
額

は
19
・
２
兆
円
、
う
ち
金
融
課
税
分
は
5.6
兆
円
（
内

訳
は
配
当
税
収
；
4.9
兆
円
、
株
式
等
譲
渡
益
税
収
；

0.7
兆
円
）
と
、
金
融
所
得
課
税
が
約
30
％
を
占
め
て

い
る
。

「
１
億
円
の
壁
」
を
金
融
所
得
課
税
強
化
の
論
拠
と

す
る
の
は
的
外
れ

　

と
こ
ろ
が
金
融
課
税
強
化
の
論
拠
は
、
も
っ
ぱ

ら
「
１
億
円
の
壁
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

超
富
裕
層
の
総
所
得
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
所
得
税
が
、

合
計
所
得
金
額　

１
億
円
で
の
実
効
税
率
約
30
％
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
総
所
得
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て

税
負
担
率
が
逓
減
し
て
い
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
と

い
う
主
張
で
あ
る
。（
図
１
）

　

た
し
か
に
、
配
当
所
得
や
株
式
譲
渡
益
な
ど
の
金

融
所
得
は
富
裕
層
に
集
中
し
て
い
る
。
国
税
庁
統

計
に
よ
る
と
、
配
当
所
得
と
株
式
譲
渡
益
が
各
３
、

０
０
０
万
円
超
の
人
数
は
と
も
に
全
申
告
者
の
１
割

前
後
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
所
得
は
配
当
所
得
で
全
体

の
７
～
８
割
、
株
式
譲
渡
益
で
８
～
９
割
を
占
め
て
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お
り
、
そ
の
比
率
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
。
高
所
得

者
へ
の
富
の
集
中
が
進
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
「
１
億
円
の
壁
」
は
、現
行
の
分
離
課
税
税
制
で
は
、

総
所
得
に
占
め
る
金
融
所
得
の
比
率
が
85
％
を
超
え

る
と
総
所
得
に
対
す
る
実
効
税
率
が
徐
々
に
下
が
っ

て
、
最
終
的
に
は
国
税
に
つ
い
て
は
15
％
に
収
斂
す

る
と
い
う
自
明
の
理
を
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
高
所
得
者
層
の
所
得
が
大
半
を
占
め

る
金
融
所
得
に
対
し
て
、
20
％
と
い
う
一
律
税
率
で

の
分
離
課
税
を
適
用
し
て
き
た
結
果
、「
１
億
円
を

超
す
高
所
得
者
ほ
ど
所
得
税
負
担
率
が
小
さ
く
な

る
」
と
い
う
矛
盾
の
拡
大
を
放
置
し
て
き
た
政
府
の

罪
は
重
い
。
こ
の
課
税
政
策
の
誤
り
は
直
ち
に
正
す

必
要
が
あ
る
。

　

本
来
、
所
得
税
は
あ
ら
ゆ
る
所
得
を
合
算
し
て
、

そ
れ
に
超
過
累
進
税
率
を
（
現
在
の
最
高
は
45
％
）

を
課
す
総
合
課
税
が
基
本
で
あ
る
べ
き
。「
株
式
市

場
活
性
化
の
た
め
」
と
い
っ
た
政
策
上
の
理
由
で
分

離
課
税
と
し
て
き
た
低
税
率
を
総
所
得
１
億
円
超
の

超
富
裕
層
に
ま
で
適
用
す
る
合
理
性
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
総
所
得
１
億
円
超
の
納
税
者
数
は

約
２
万
３
千
人
と
総
人
口
の
０
・
02
％
に
も
満
た

ず
、
彼
ら
の
申
告
ベ
ー
ス
で
の
所
得
税
納
税
額
は
８
、

７
５
０
億
円
（
２
０
１
９
年
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

か
ら
推
計
す
る
と
、
１
億
円
超
の
高
所
得
者
の
み
を

対
象
と
し
て
総
合
課
税
化
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
５
、

０
０
０
億
円
程
度
の
税
収
増
に
留
ま
り
、
財
政
健
全

化
へ
の
寄
与
は
き
わ
め
て
小
さ
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
融
所
得
分
離
課
税
の
一
律
税

率
を
い
く
ら
引
上
げ
て
も
、
１
億
円
超
の
高
所
得
者

に
対
し
て
の
不
公
平
是
正
策
と
は
な
ら
な
い
。

　

岸
田
総
理
は
総
裁
選
で
金
融
所
得
課
税
の
引
上
げ

を
ぶ
ち
上
げ
た
も
の
の
、
与
党
内
か
ら
も
批
判
が
噴

出
し
た
た
め
「
当
面
は
実
施
し
な
い
」
と
い
っ
た
ん

は
矛
を
収
め
た
。
し
か
し
、
来
年
度
税
制
改
正
大
綱

の
「
検
討
事
項
」
に
は
重
要
課
題
と
し
て
明
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
年
の
参
院
選
後
に
は
必

ず
現
行
の
金
融
所
得
課
税
20
％
（
復
興
特
別
税
０
・

３
１
５
％
を
除
く
）
が
一
律
25
％
な
い
し
は
30
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
見
方
が
濃
厚
で
あ
る
。
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筆
者
は
金
融
所
得
課
税
の
増
税
は
最
悪
の
選
択
と

考
え
る
。
こ
の
際
、
金
融
「
所
得
」
課
税
で
は
な
く
、

金
融
「
資
産
」
課
税
へ
大
き
く
舵
を
切
る
税
制
の
シ

フ
ト
が
必
須
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
国
家
財
政
は
破
綻
す
る

　

矢
野
康
治
財
務
事
務
次
官
が
文
藝
春
秋
の

２
０
２
１
年
11
月
号
に
寄
稿
し
た
警
鐘
の
タ
イ
ト
ル

で
あ
る
。

　

誰
が
総
理
に
な
っ
て
も
１
、１
６
６
兆
円
の
国
の

借
金
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
は
大
事

だ
が
、
人
気
取
り
の
バ
ラ
マ
キ
が
続
け
ば
、
こ
の
国

は
沈
む
。
最
近
の
バ
ラ
マ
キ
合
戦
の
よ
う
な
与
野
党

の
政
策
論
議
を
聞
い
て
い
て
、
黙
っ
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
大
和
魂
の
義
憤
か

ら
の
矢
野
発
言
で
あ
る
。

　

国
際
比
較
で
見
て
も
、
先
進
諸
国
は
ど
こ
も
債
務

残
高
を
増
や
し
て
い
る
が
、
日
本
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
２
４
％
は
突
出
し
て
い
る
。
増
加
ペ
ー
ス
で
見
て

も
、
多
く
の
国
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
増
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加
し
た
債
務
を
そ
の
後
は
抑
制
し
て
き
た
が
、
日
本

の
み
は
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
て
お
り
、
破
綻
不
可

避
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。（
図
４
）

　

日
本
財
政
を
「
氷
山
に
向
か
う
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

の
よ
う
な
も
の
」
に
た
と
え
た
矢
野
論
文
も
財
政
破

綻
の
定
義
を
明
確
に
は
示
し
て
い
な
い
。「
財
政
破

綻
」
が
何
時
、
ど
の
よ
う
な
形
で
起
き
る
か
を
予
測

す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
事
態
を
楽
観
視
し
て
、

２
０
２
５
年
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
目

標
を
取
り
下
げ
て
は
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
臨

時
支
出
１
０
０
兆
円
強
は
別
途
特
別
税
で
手
当
て
し

て
20
年
ほ
ど
で
償
却
す
れ
ば
、
多
少
の
ず
れ
は
生
じ

て
も
黒
字
化
達
成
可
能
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
へ
向
け
て
の
新
財

源
に
は
「
富
裕
税
」
が
最
適

　

長
期
的
に
税
収
の
ベ
ー
ス
を
底
上
げ
で
き
る
現
実

的
な
新
財
源
と
し
て
は
、
個
人
の
金
融
資
産
に
的
を

絞
っ
た
「
富
裕
税
」
の
新
規
創
設
し
か
な
い
。

　

法
人
税
の
大
幅
増
税
、
こ
と
に
留
保
利
益
課
税
も

対
象
に
は
な
る
も
の
の
、
法
人
税
の
実
収
総
額
は

９
兆
円
と
少
な
く
、
課
税
ベ
ー
ス
を
広
げ
て
も
、
せ

い
ぜ
い
年
間
２
～
３
兆
円
の
増
収
し
か
期
待
で
き
な

い
。

　

昨
年
末
に
２
、０
０
０
兆
円
を
超
え
た
個
人
の
金

融
資
産
に
幅
広
く
課
税
す
る
金
融
「
資
産
」
課
税
も

検
討
に
値
す
る
が
、
預
金
や
現
金
を
含
む
全
金
融
資

産
を
対
象
と
す
る
に
は
、
個
人
金
融
資
産
と
個
人
情

報
と
の
ヒ
モ
付
け
が
不
十
分
な
現
状
で
は
徴
税
コ
ス

ト
が
掛
か
り
す
ぎ
、
国
民
の
理
解
を
得
る
の
も
難
し

い
。

　

そ
こ
で
、
も
っ
と
も
実
現
性
の
高
い
新
税
と
し
て
、

金
融
資
産
保
有
額
５
、０
０
０
万
円
以
上
と
い
っ
た

富
裕
層
個
人
に
絞
っ
て
賦
課
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
富

裕
税
」
が
浮
上
す
る
。

　

税
金
の
賦
課
対
象
に
は
、
法
人
と
個
人
、
個
人
に

つ
い
て
は
所
得
と
消
費
、
そ
れ
に
資
産
の
保
有
が
あ

る
が
、
現
行
の
税
制
で
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
な
い
。
法
人
税
の
比
重
が
低
い
点
と
資
産
課
税
の



71

比
重
が
極
端
に
低
い
点
が
問
題
で
あ
る
。
国
税
の
資

産
課
税
は
一
時
点
の
み
で
課
税
す
る
相
続
税
が
中
心

で
、
経
常
税
は
存
在
し
な
い
。
地
方
税
と
し
て
固
定

資
産
に
は
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
金
融
資
産
に

は
国
税
・
地
方
税
と
も
非
課
税
で
あ
る
。

　

財
務
省
の
資
料
（
国
税
）
に
よ
れ
ば
、
税
種
目

ご
と
の
割
合
は
、
１
９
９
０
年
度
で
は
、
法
人
税

が
41
・
４
％
、
個
人
所
得
税
が
29
・
３
％
、
消
費
税

が
22
・
０
％
、
資
産
課
税
が
7.3
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

最
新
の
２
０
２
１
年
度
に
な
る
と
、
法
人
税
が
19
・

６
％
、
所
得
税
が
30
・
６
％
、
消
費
税
が
44
・
７
％
、

資
産
課
税
が
5.1
％
と
な
っ
て
い
る
。
30
年
間
で
、
法

人
税
の
割
合
が
半
分
以
下
に
減
り
、
消
費
税
依
存
が

倍
増
し
て
い
る
の
は
異
常
と
言
え
る
。
個
人
所
得
税

の
割
合
は
横
這
い
、
資
産
課
税
の
割
合
は
も
と
も
と

低
い
が
、
さ
ら
に
低
下
し
て
い
る
。

　

こ
の
歪
な
税
収
比
率
か
ら
見
て
も
、
資
産
課
税
の

導
入
と
法
人
税
の
大
幅
増
税
と
の
抜
本
的
強
化
が
急

務
と
言
え
る
。

「
富
裕
税
」
の
導
入
に
は
、
貧
富
の
格
差
是
正
の
観

点
が
不
可
欠

　

過
去
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
税
制
勧
告
に
よ
り

１
９
５
１
年
に
「
富
裕
税
」
が
導
入
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
富
裕
税
は
運
用
上
の
困
難
か
ら
２
年
後

に
廃
止
さ
れ
、
所
得
税
の
最
高
税
率
を
上
げ
る
こ
と

で
対
応
さ
れ
た
が
、
最
高
税
率
は
そ
の
後
引
き
下
げ

ら
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
保
有
資
産
の
多
寡
に
よ
る
社
会
的
格

差
の
是
正
と
い
っ
た
社
会
政
策
的
な
観
点
か
ら
の
政

策
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
根
拠

と
し
て
憲
法
が
定
め
る
「
財
産
権
の
不
可
侵
」
を
絶

対
視
す
る
見
方
も
あ
る
も
の
の
、
憲
法
で
は
「
財
産

権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
よ
う
に
、

法
律
で
定
め
る
」
と
あ
り
、
富
裕
税
は
こ
の
趣
旨
に

ぴ
っ
た
り
と
合
致
し
た
公
共
政
策
と
言
え
る
。

　

富
裕
税
の
導
入
は
、
さ
き
に
「
１
億
円
の
壁
」
の

解
消
策
と
し
て
提
起
し
た
高
所
得
者
の
み
に
限
っ
た

総
合
課
税
化
の
代
替
策
な
い
し
は
補
完
策
と
も
な
り

得
る
。
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富
裕
税
を
支
持
す
る
も
う
一
つ
の
実
証
的
根
拠
は
、

富
裕
層
が
保
有
す
る
金
融
資
産
の
か
な
り
の
部
分
が

将
来
不
安
に
備
え
る
合
理
的
な
水
準
を
超
え
て
、
家

族
に
遺
す
こ
と
が
目
的
で
保
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う

実
態
で
あ
る
。

　

富
裕
層
が
蓄
財
し
た
金
融
資
産
の
過
半
が
、
金
融

所
得
の
一
律
分
離
課
税
の
恩
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
る

以
上
、
そ
の
是
正
を
相
続
時
の
清
算
ま
で
待
つ
必
要

は
な
い
。

　

毎
年
、
富
裕
税
で
回
収
し
て
社
会
的
規
模
で
の
再

配
分
の
財
源
に
充
て
る
の
は
、
き
わ
め
て
合
目
的
的

な
社
会
政
策
と
な
る
。

醍
醐
聡
東
大
名
譽
教
授
の
「
富
裕
税
試
案
」
を
ベ
ー

ス
に
活
発
な
議
論
を

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
醍
醐
聡
東
大

名
誉
教
授
（
会
計
学
専
攻
）
は
、
純
金
融
資
産
５
、

０
０
０
万
円
以
上
を
保
有
す
る
富
裕
層
４
７
５
万
世

帯
を
対
象
に
金
融
資
産
保
有
額
を
３
つ
の
階
層
ご
と

に
、
1.5
％
、
2.5
％
、
４
％
の
富
裕
税
を
毎
年
徴
収
す

る
試
案
を
発
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
新
税
導
入
に
よ

る
税
収
額
は
年
間
約
7.3
兆

円
と
見
込
ま
れ
る
。（
表

２
）

　

こ
の
新
税
の
平
均
税

率
は
保
有
資
産
の
1.2
％

（
１
億
円
以
上
の
富
裕
層

に
限
れ
ば
1.8
％
）
と
な
る
。

　

戦
後
い
っ
た
ん
導
入
さ

れ
た
富
裕
税
が
短
期
間
で

廃
止
さ
れ
た
の
は
、
課
税

回
避
の
た
め
に
資
産
を
海

外
逃
避
さ
せ
る
資
産
家
が

続
出
し
て
、
課
税
対
象
の

捕
捉
が
困
難
に
な
っ
た
と

い
う
徴
税
執
行
上
の
理
由

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
海

外
逃
避
に
つ
い
て
は
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２
０
１
２
年
に
導
入
さ
れ
た「
国
外
財
産
調
査
制
度
」

（
５
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
国
外
財
産
の
申
告
義

務
）
や
国
際
協
力
に
よ
る
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ブ
ン
資
産
の

捕
捉
強
化
な
ど
の
体
制
整
備
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

課
税
対
象
の
捕
捉
に
つ
い
て
も
、
３
億
円
以
上
の

資
産
を
も
つ
納
税
義
務
者
に
対
し
て
各
財
産
の
詳
細

を
報
告
す
る
よ
う
義
務
付
け
た
措
置
な
ど
で
徴
税
事

務
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
貧
富
の
格
差
が
急
速
に
進
み
金

融
資
産
の
偏
在
が
拡
大
し
て
い
る
今
こ
そ
が
導
入
の

好
機
で
あ
る
。
個
人
金
融
資
産
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
む
し
ろ
増
加
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
い
る
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
２
０
０
７
～
08
年
に
15
兆
円
減

少
し
た
の
と
は
様
変
わ
り
で
あ
る
。

　

政
府
と
与
党
の
税
制
調
査
会
で
は
、
金
融
所
得
課

税
の
引
上
げ
案
は
棚
上
げ
し
、
こ
の
醍
醐
試
案
を
た

た
き
台
と
し
た
「
富
裕
税
」
の
早
期
実
現
に
向
け
た

議
論
を
早
急
に
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
元
住
友
銀
行　

専
務
取
締
役
、
元
明
光
証
券　

代

表
取
締
役
会
長
、
元
広
島
国
際
大
学　

教
授
）


